
直監告示第１２号 
 

令和５年１月１３日付 直監告示第８号により公表した監査の結果について、地方自治法第１９９条第１４項の規定に基づき、直方

市長から次のとおり措置を講じた旨の通知があったので、同項の規定によりこれを公表する。 
 

 令和５年２月１５日 
                                   直方市監査委員  大  場   亨 
                                   直方市監査委員  田 代  文 也 
 

産業建設部 土木課 定期監査指摘事項措置状況報告 
 

 指摘の内容 監査委員意見 講じた措置 完了（予定）時期 
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災害応急工事の随

意契約において、契約

保証金免除の条件（直

方市契約規則第 22 条

第 1項第 2号）に該当

することが確認でき

る履行確認書等の写

しが添付されていな

い。 

300 万円を超える

修繕工事には、契約保

証金の内容が記載さ

れた約款を使用する

こととされているが、

本契約書の約款には

その記載がない。 

また、本災害応急工

事の随意契約理由を、

直方市公共工事にお

ける随意契約のガイ

ド ラ イ ン 第 3 条

4-(3)-②とされてい

るが、理由とされた工

事の工期とは重複し

ていない。 

直方市契約規則第 22 条第 1項第 2号

に「・・・その者が過去 2ケ年の間に国

又は地方公共団体と種類及び規模をほぼ

同じくする契約を数回以上にわたって締

結し、これらを全て誠実に履行し、かつ

契約を履行しないこととなるおそれがな

いと認められるとき。」とあるため、その

確認ができる添付資料が必要と思われ

る。 

また、直方市公共工事における随意契

約のガイドライン第 3 条 4-(3)-②に

「4. 競争入札に付することが不利と認

められる場合。(3)他の発注者の発注に

係る現に施工中の工事と交錯する箇所で

の工事で、当該施工中の者に施工させた

場合には、工期の短縮、経費の節減に加

え、工事の安全・円滑かつ適切な施工を

確保するうえで有利と認められるとき。

②他の発注者に係る工事と一部重複、錯

綜する工事」とあるため、本工事はこの

根拠法令には該当しない。 

災害応急工事を行う場合には、予算措

置状況、地方自治法施行令第 167条の 2

第 1項各号、直方市契約規則、直方市公

共工事における随意契約のガイドライン

の規定にそった適正な契約事務をされた

い。 

今後 300 万円を超え

る修繕工事の約款につ

いては契約保証金の内

容が記載された工事約

款を使用し、契約規則の

規定にそった適正な事

務処理に努めます。 

今後、災害応急工事を

行う場合には今回の指

摘事項を踏まえて、予算

措置状況、地方自治法施

行令第 167 条の 2 第 1

項各号、直方市契約規

則、直方市公共工事にお

ける随意契約のガイド

ラインの規定にそった

適正な手続きを行うよ

う周知徹底を図ります。 
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